
平成 26 年度長岡市ふるさと創生基金事業（案）について 

提案① 集落掲示板設置助成事業 

事 業 計 画 書 

事  業  名 集落掲示板設置助成事業 

事業提案の経緯 

支所等からのチラシ・ポスターなどが多量に寄せられる中、各地区にお

いては、降雪のため常設の掲示板がなかなか設置できない。また、集会

施設等に掲示してもなかなか住民の目に届かない。 

事 業 の 目 的 

 

〔目的〕 

地域で住民の目に触れやすい場所に掲示板を設置し、地域情報を

発信できるようにすることで、集落活動の活性化、情報伝達力の向

上を目指す。 
 

〔内容〕 

 ・集落掲示板の設置 

 

事 業 内 容 

  事業要望集落に対し、助成金を交付。 

  （180 万÷39 集落≒5万円程度、又は 1ヶ所○万円助成） 

 

  形状については一律にせず、集落内で話し合ってもらい、一番効果

的な場所に一番効果のある掲示板を設置する。 

  例：・シャッター等にマグネットシートを張り、掲示板にする。 

・ごみステーションの扉に設置。 

・強力なマグネットを購入し、鉄製の壁やシャッターなどに掲

示する。 

事 業 の 実 施 

に よ る 効 果 

○掲示板を設置することによって、地域内の情報伝達力の向上が図られ

る。 

 

○形状について一律にしないことで、地域内で一番効果のある場所に設

置され、情報発信力が向上する。 

資料 NO.１ 

 1



 2

提案② 中越大震災 10 周年事業 

事 業 計 画 書 

事  業  名 中越大震災 10 周年事業 

事業提案の経緯 
中越大震災から 10 年を迎え、各地区においても事業に取り組める制度

が必要。 

事 業 の 目 的 

 

〔目的〕 

中越大震災から 10 周年となり、区切りの年でもあることから、

事業を考えている地区・集落・地域づくり団体へ助成を行う。 
 

〔内容〕 

 ・地区・集落・地域づくり団体へ助成 

 

事 業 内 容 

  予算執行方法（助成金交付又は実行委実施）は参加団体で協議する。

 

 各団体において考えている事業は様々なことから、助成金の交付につ

いては柔軟に考えたいが、想定している事業は以下のとおり。 

  ・支援者への感謝イベント 

  ・犠牲者への追悼イベント 

  ・記録集の編纂 

  ・東日本大震災等の被災者との交流 

・シンポジウムの開催 

・山古志地域・小千谷市などと連携した事業 

・周年イベントのあり方についての検討 

事 業 の 実 施 

に よ る 効 果 

○中越大震災震央の地である川口地域から、感謝と復興のアピールがで

きる。 

 

○住民自身が中越大震災を振り返り、さらに住民同士のつながりを深め

ることができる。 
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提案③川口地域学校史編纂事業 

事 業 計 画 書 

事  業  名 川口地域学校史編纂事業 

事業提案の経緯 

平成 25 年度事業を検討するにあたり、学校跡地に記念碑を建立する事

業が提案されたが、記念碑はハード事業との判断により、別の提案事業

となった。 

事 業 の 目 的 

〔目的〕 

川口地域は現在小・中学校が１つのみであるが、昭和・平成と統

合が行われ、多くの小・中学校が閉校した。この閉校した学校を後

世に伝承していくため、学校史を編纂する。 
〔内容〕 

・閉校した小・中学校の歴史について学校史を発行する。 

事 業 内 容 

閉校した学校の変遷や歴史について学校史を発行する。 

学校一覧（現川口小・中学校以外） 

○小学校 

  泉水小学校（天納の旧校舎、現施設の 2ヶ所あり） 

   荒谷分校 

  田麦山小学校（岡平の旧校舎、現施設の 2ヶ所あり） 

   小高分校、山の相川分校 

  木沢小学校 

  西川口小学校 

  和南津小学校 

  牛ケ島小学校 

  相川小学校 

  川口小学校（現ホクペレ㈱敷地、旧中山校の２ヶ所あり） 

○中学校 

  田麦山中学校 

  木沢中学校 

  川口中学校（現川口支所敷地） 

事 業 の 実 施 

に よ る 効 果 
○地域のよりどころであった学校を後世に伝承できる。 

 


